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5月20日羽田を立ち，こちらの人の言葉をかりれば 
unruhigなヨーロッパに参りました。 フランスの騒ぎ
は FranzosischeRevolutionと新聞雑誌は書いていま
したし，学生たちは Notstandgesetzに反対してデモを
行なってきました。いたるところで，学生のデモに対
し，学生運動に対して意見を求められて閉口したもので
した。
私はこのたび，客員講師として Henatsch教授に招待
されて来ております。 同教授は第 23回国際生理科学会
議のおりに来日し，本間教授の教授就任講演会には記念
講堂で講演をしております。本来，昨年秋に実現さるべ
きところ千葉の教室の事情で今年に延期されたため，帰
途 WashingtonDCで行なわれる第 24回国際生理科学
会議に参加し，脳研加濃助教授と協同研究いたしました 
“Activity of gamma system of rigid cat in tetanus 
intoxication."について発表することができることにな
りました。この問題については当地で講演をいたしまし
たが， Henatsch教授からは高い評価をいただきました。
さて， 3年前に私が Gottingenを離れてから当研究
所はいちじるしく変わりました。 Kramerが Munchen
に65年の春に移って以来の空席は 67年に Henatsch教
授が Ordenariusに就任し，つづいて今年は 2講座とな
り， Kりlnから Kreislaufをやっている Bretschneider
が参りました。 2講座といっても建物はそのままですか
ら現在は Kramer時代より小人数で Doktorの数は
両講座合わせて 20人足らずです。 
Henatsch教授は Rufgeldとして約 8千万円をもら
いました。これは講座費とは別で， 3年間に分けて与え
られます。そのため私がちょうど夢に描いていた器械は
すべて備えられていて，実験がたいへん楽にやれます。
先日行ないました私の実験を例にとれば，非常に使い良
い， Tektronix 565オツシロスコープ，プラッグインユ
ニットで 12コの増幅器，その他，特殊増幅器として 
Integrator，瞬時周波数表示器，刺激装置 3台， 8チャ
ンネJレのテープレコーダーです。このような実験室が 5
つあり，すべての実験室に私がこの前おりました時に始
めました筋伸展器 (Takanound Henatsch，Pflugers 
Arch. ges. Physiol.， 281，105)が備えられていて，た
いへんうれしく思っています。この教室から生まれるほ
とんどすべての論文が上記の reportを文献としてとり
あげるわけです。 computorは近々にはいることになっ
便り 
ています。
教育の方はどうかと申しますと，先年参りました時，
すでに講堂に 6つのテレビが備えられて， Demonstra-
tionの細部が示されたものでしたが，今はそれが 2チャ
ンネルになって，同時に 2台のカメラからの像を示せる
ようになり，別に 2台のビデオテープレコーダーがあり
ますので，ここから影像をとり出すこともできるわけで
す。この講堂は本来生理専用ですが，化学，小児科もこ
こを使っています。
外科の臨床講義のおりに 100人以上の学生の出すほこ
りの谷間で手術される患者は気の毒なものだと思ったこ
とがありましたが，そして机の上に立ってもよく見えま
せんでしたが， 1台のテレビカメラがあればこの問題は
楽に解決できると思うのは素人の考えでしょうか。日本
という国はデ、パートや商庖街が， air conditioningを終
わったころ，ようやく大学の暖房が考えられ，アマチュ
アがビデオレコーダーを回すようになってもまだ大学が
それを備えて使わないという不思議な面を持つ国だ、と思
います。
ドイツ人の教育熱心なことはたいへんなものですが 
Henatsch教授もずい分熱心なようです。学生たちが読
むからといって共産主義の本を 3冊ほど買っている時，偶
然本屋で、会ったこともあります。彼の面会時間(Sprech-
stunde)は水曜日 1時から l時となっていますが，い
つも 10人以上の学生たちが廊下の椅子にすわって順番
を待っています。大学制度の改革，特に医学部制度の改
革を学生達は呼んでいますが，教授たちも耳をよく傾け
ているようです。無給医局員など，とうに存在しない当
地のことを考えると日本の医学部の状態はまさに革命に
値するとは，共産主義が大嫌いなこの研究所の若い l人
の Doktorの言です。 
Doktorarbeitをやっている学生 (Doktorand)は当講
座に約 10人います。私は2人あずかり，私の compensa-
tion法による伸展反射の研究がそのテーマーです。教
室員たちは 7月下旬には皆休暇を取り，残るのは私 I人， 
Doktorandはかき入れどきと皆残り， 10人の Dokto-
randを一手に引き受けさせられて迷惑していますが，給
料やその他の待遇の手前，しかたがないと思っています。
さて，当講座に 9月から神経生理部門ができます。そ
の教授に外国人が迎えられようとしています。アメリカ
とは違い，やせても誇り高いドイツの大学でそれがスム
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ースに行くかは見物ですが Henatsch教授はそれを行な 間の香り高い学園になることを心から願って Gottingen
おうとしています。 便りといたします。 
昨年 EigenがノーベJレ賞を受賞し，当地関係からこ
れで 13人のノーベル賞受賞者が出たことになりますが， Gりttingen大学生理学研究所にて
千葉からいつの日か， ノーベル賞受賞者が出るような学 第 l生理学教室講師高野光司
